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A statistical survey was made to reveal the differences in traffic accidents, especially 

head injuries from 1961 to 1966 in Kyoto, and also the differences in traffic accidents 

in the city and on the high-way. Analysis was made of cases which were treated at 

Kyoto Shijo Oomiya Hospital (abbreviated to KSOH), situated at the center, and at Kyoto 

South Interchange Clinic (abbreviated to KSIC), situated along the express-way on the 

outskirts of Kyoto. 

( 1) In 1961, traffic accidents accounted for 68.7% of all head injuries at KSOH, 

but in 1966 they decreased to 49.1拓 atKSOH and 66.2% at KSIC. However, the 

number of so-called rear-end-collision injuries of the cervical spine has increased remarkably 

from 4.2% of all traffic accidents in 1961 to 12.0% at KSOH and 9.2% at KSIC in 
1966. 26.3% of cases with injuries of the cervical spine required the treatment for more 

than one month and 11.4% for more than three months. The number of the latter group 

were more than ten times as many as cases with injuries on the other part of the加dy.

( 2) In the city, 29.9% of male patients of head injuries caused by traffic accidents 

were in twenties of age, and 24.6% of female above 50 years of age. Outside the city, 

the cases of both sexes were the biggest in number in the twenties of age: male 48.5% 

and female 30.0%. 

( 3) In the city, 28.3% of male and 59.9% of female patients of traffic accidents 
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were pedestrians. On the other hand, at KSIC, 15.7% of males and 28.9% of female 

were pedestrians. 
( 4) Traffic accidents outside the city have become more serious than those in the 

city. 
1) Forty percent of fatal traffic accidents cases at KSOH and 80% at KSIC died 

within three hours after accidents. In the Nagoya-Kobe Highway, all fatal cases died 

within two hours after accidents, and 90% died on the spot. 

2) The percentage of death among the injured cases by traffic accidents was 3.2 % 
at KSIC, and 1.3% at KSOH. In the Hirakata By-pass, its percentage was very high, 

9.6%. 
3) Compressed and comminuted skull fractures were found in 2 cases at KSOH 

and in 5 at KSIC. About 20% of cases injured at the Nagoya Kobe Highway had some 

fractures, while only 7.4% at KSOH. 

( 5) Traffic accident deaths accounted for 66.7% of all accidents at KSOH, and 

95.2 % at KSIC. Among 20 fatal traffic accident cases, 5 occurred along the Nagoya-
Kobe Highway, 5・alongRoute 1, 6 along Hirakata By-pass, and 4 along other roads. 
The main causes of traffic accident deaths were head injury 85%, damage of the 

internal organs 15% at KSOH, while head injury 64%, contusion over the whole加の
22%, damage of the internal organs 14% at KSIC 

I 緒 自

5年前 (1961）我々は 1年間の店都市の父i盈災害の

実態について，脳神経外科学的見地より統計的観察を

行なったlJ.今日では自動車台数が京都府で23万台と

5年前IC比べて2倍にふえ，その上京都市周辺部lζ日

速度の道路が次第に整備されてきたため，5年前の実

態がそのまま現在の京都市の交通災害の実態をあらわ

しているとは考えられない．

事実，1966年1月より12月までの l年聞の京都府全

体の交通災害をみると， Jtt：部の事故件数は1],150件で

市内の事故数11,053件を上まわってし＼ ＇~ .負傷者数は

郡部で4却6人，市内で13,694人で市内の万が断然多い

か，死亡者数をみると郡部が155人，市内が177人とほ

とんど差がなし人口密度を考慮すれば郡部の方が市

内より死亡事故が多いとさえいえる．

乙のような傾向は単lζ以都府のみならず他府県でも

みられるもので，今日では交通災害が単lζ都市のみに

限られた問題ではなく，都市と同様に都市周辺部．郡

部でも問題になってきたのも当然である．

そこで今回は京都市内のみならず，｝；（都市周辺部の

交通災害の笑態をも加味して， 5年前と比較してり（都

市およびその周辺部の交通災害の笑態がいかに変貌し

つつあるかを調査した．乙のため京都市中心部として

5年前と同じく京都四条大宮病院，京都市周辺部とし

て京都南インターチェンツ診療所をえらぴ，乙の両者

で取り扱った1966年 1月より12月までの 1年間の集計

を参考にした．

II.調査病院

(1) 京都四条大宮病院 （以下，大宮と略す）

ζの病院は京都市中心部にある 救急指定病院て．

1961年には京都市消防局主主急隊の取り扱った収容件数

全体の1/5を収容していた． しかし1966年には京都市

の放急指定病院の数は 5年前lζ比し約8倍lζ増加し，

41ヵ所になったため．数急車12.110回出動＊同病院へ

の救急収容件数は731件で救急隊全収容件数の 1/17＇ζ

減少した．しかし消防局救急車以外の方法で病院を訪

れるものも少なくないため，乙れらをあわせると1966

年 1年間lζ同病院では京都市における交通災害患者全

体の11%を取り扱った．

(2) 京都南インターチエンタ診療所（以下， ICと

｜附す）

この診療所は第 l図lζ示す如く名神ハイウエーの京

都南インターチェンジの入口にあり，しかも国道一汚

以，枚方ノてイパスの京郎への入口にあたっていふ．し

たがって名神ノ、イウエー全線での交通事故死傷者1966

年735例1j193例 (12.7%）を取り扱っている． (J；＼吉日府
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警の守備範囲は天王山トンネル～逢坂山トンネルで死
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III. 交通事的による外傷

1）その比率

一般に外傷をうけて＊＇°院する患者を原因別に，交通

事故によるもの，労働中ic受傷したもの，自損行為，

傷害をうけたもの，その他lζ大別してみると，大宮で

は患者数は 5年前の3,690人より 4,242人へと若干増加

し，そのなかで交通事故によるものが相変らず首｛立を

しめているが，その比率は55.7%から35.4%に減少し

ている．外傷による死亡者のうち交通事故によるもの

は5年前の73.3%に比し66.7%でほとんど差はない

乙れに対してICでは死亡者の95.2%は交通事故によ

るものである．

つぎに交通外傷患者中の死亡率をみると，大宮では

5年前の1.9%から1.3%と若干減少傾向がみられるがp

I Cでは3.2%の高率を占めている．しかも ICの死亡

率を更に国道一号線，名神ハイウエー，枚方バイパ

ス，その他の場所について比較すると，しばしば交通

停滞などを来たす国道一号線では3.4°0で，近年新設さ

れ直線道路でスピートの出せる枚方バイパスでは9.6

%，名神ハイウエーでは5.4%，その他では1.zo占であ

る．

これらの事実は，今日の交通事故の死亡率が都市中

心部よりも新しく道路が舗装されつつある郡部におい

て激増している ζとを如実に物語っている．

2) 主な受傷部位

交通事故による受傷部位を頭部，胸部，腰腹部，上

肢，下肢，頚椎，胸腰椎lζ大別してみると，頭部受傷

は大宮では5年前の36.3%から33.1%と若干減少して

いるが依然として首位を占めている．これに対して国

道一号線，名神ハイウエー．枚方パイパスおよびIc 
周辺部ではおのおの35.8%,39.9%, 43.8%, 31.9%で

高速度の道路区ではかなり高率である．頭部外傷の占

める比率の高い地域ほど交通事故による死亡率も高

更に近年の交通事故で注目すべきは頚椎損傷が著し

く増加している乙とである．すなわち大宮では頚椎損

傷が5年前の4.2%から12.0%に摺加し， Ic において
は9.2%（国道一号線 12.3%，名神ハイウエー 7.3%,

枚方バイパス6.1%）を占めている．しかも交通事故に

よる死亡率の低い地域ほど頚椎損傷の占める比率が高

い傾向にある． ζのように交通事故による頚椎損傷の

占める比率の著しい増加は，一つは近年いわゆる鞭打

ち損傷の問題が社会問題になっているととから ζの点

に我々自身が注目しはじめている乙と，第二は自動車

数倍増による追突事故の増加が京都市内および交通の

混雑している地域において著しいためと考えられる．

つぎに交通事故による骨折発生の頻度をみると，大

宮では交通事故による外傷例全体の19.0%( 5年前）

から7.4%と半数以下lζ減少している． I Cでも9.6°0

（国道一号線8.006，名神ハイウエー20.4°6，枚方パイ

パス12.7%）である． 乙のように交通事故により骨折

を伴なう率が減少してきたととは，都市中心部では混

雑のため余りスピードが出せなくなったとと，都市周

辺部ではスピードは出しでも歩行者が少なしまた自

動車そのものが頑丈になってきたためと思われる．た

だ名神ハイウエーで20.4%とやや多いのはその高速性
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表1 外傷患者の原因別分 fl'I

a) 四条大宮病院における集計 ( J 961. 3. 1～1962. 2. 28) 

総 数｜
交通事故 I 2,055 (41) I 

労働による災害 i 893 c10) 
自損行為 I 398 (3) 

傷害をうけたもの I 331 

その他 I 13 CL) ! 

計 3,690 (56) 

｜ 死 傷者
%｜  

臼.7 I 1,680 (30) I 375 I II) 
2'1.2 I 839 (IOJ . 54 

10.8 . 272 (2J 126 (Iノ

9.0 : 286 ~5 

0.3 i 9 (1 ) ' 4 I I) 

100.0 3,086 ( 43) 604 (13J 

b) 四条大宮病院における集計 (1966. 1. I～ 1966. 12. 31) 

総数 1 % I 

1,503 （加 I 35.4 j 
815 (5) ! 19.2 

1.442 (3) I 34.o 
461 c2) I 10.9 I 

21 I 0.5 I 

山 2側｜削 1
c) 京都南 I.c. における集計 (1966. 1. 1～1966. 12. 31) 

国道一号線｜ 名神 ｜枚方バイパス；
、ィウェー ｜ ｜ 

附 I5) I 93 (5) I 63 仰

交通事故

労働による災害

自損行為

傷害をうけたもの

その他

言十

交通事故

労働災害

自損行為

傷害をうけたもの

その他

計

）：死亡者数を示し， ~J数I判ζ含まれる．

のためと思われる．

なお骨折を伴なう場合はド肢が圧倒的に多く，頭蓋

骨骨折は大宮で5年前22.1%から12.7%，乙減少し， Ic 
では23.6%である．

3）交通事故による受傷者の年令

都心での受傷者は20才代lζ最多で35.7%を占めてい

る．また死亡者20名中半数は50才以上の老人であり，

との老人死亡者10名 r~1 9名は歩行中lζ受傷したもので

ある．注目すべきは交通外傷患者の36.9%は歩行中lζ

死傷者

男 女

1,214 (15) 

759 ( 4) 

972 (4) 

270 (1) 

289 (5) 

55 

471 

191 (I) 

16 5 

3 231 凶 I I 011 (6) 

その他のー・般居住地区

数｜%

321 (4) 38.4 

175 〔I) 21.0 

265 31.8 

70 8.4 

2 0.2 

m 〔5) I 

受傷したものであり，殊l乙5才以ドの幼児では86コOM
50才以上の老人では61.3°0をしめていることである．

乙れに対し20才代の青年では受何本は11lも高いにもか

かわらず．そのうち歩行中lζ受傷したものは17.0%に

すぎず， ζの年令の者の受傷はもっぱら自動車運転中

にうけたものである．

一方Ic においては名神ハイウエー．国道一号線，
枚方バイパスなどの幹線道路での交通外傷患者中歩行

中lζ受傷したものはわずか8.9%で，都心36.9%の1/4
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表2 交通事故による主な受傷部位

ll) 四条大宮病院における集計 b〕 四条大宮病院における集計
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c) 京都南 I.c.における集計 (1966. I. I～1966. 12. 31) 

｜ 国道一号線 ！ 名神高速道路 ｜ 枚方ノfイバス ｜その他の一般居住Z地区

-mi---{;-- 1 のべ｜グ ｜時羽石オ「%1吾F到ゐベ 1 %官官る刻－os-~%1!師事
！例数｜ ｜る例数 ｜例以 1 1る例数 i例数｜ lや例数 ｜例以 i l恒例玖

頭部（含顔面） I 67(4)1 35.s I 3(2) I 49(5)1 39.9 I 制 I43(3)1 43.s I 20〕11削）！ ω ｜7(2) 
胸背部 I13 I 7.0 I 2 I 9 I 7.3 I 3 I 6(1)1 6.1 I 4(1) ! 53 I 11.2 I 4 

腰腹部 I10 I 5.4 I 2 I 11 I 10.0 I 2 I 5 I 5.1 : I 21 I 4.5 I 2 

上肢 I31 I 15.5 I 1 I 21 I 11.1 I 2 11s I山 I3 i 75 I 15.9 I 6 
下肢 i43 I別 I 1 I 21c1>I 11.1 ! 1(1) i 19 I 19.4 ! 2 1129(1JJ 27.4 j 12(1) 

頚椎 I23 I 12.3 I I 9 I 7.3 I i 6(1)i 6.1 : H tJ I 43(1)1 9.0 I 1 OJ 

胸腰椎 ｜ I ! I 3 I 1.3 I 3 i 1 I 1.1 i ! 

計 11附 ）I100.0 I 15(2) !123¥6-Ji削 I25(6) I附）1"100.0I 12(3) imc4)1 I幻（4)

%｜附 i 8叫 100% I 20例｜附 I12叫 I側 r6.8% 
にすぎない．乙の地域でも 5才以下， 50才以上で歩行 で女は男の2倍強にあたる.Iじでは男15.7%，女28.9

中の事故の比事は依然として高いか， 20才代の者では %とその比率はおのおの市内の半分となり， Iぐのう

受傷126名ド1-1歩行中のものはわずか2名にすぎない． ち幹線道路の例だけを取りあげると男6.8%，女18.990

また小学生（ 6～12才）では歩行lrtζ受似したもの でその比率は更に半減するが男女比は 1 2である．

は大宮で68.7%, I Cで42.1%であるが， 交通事故に 歩行中の受傷率を更に年代別にみると，大宮では50

よる患者数は全年令を通じて最小であり，また死亡例 才以上の女が87.9'.',>, 5才以下の女が86.2劣でとのこ

もない．このζとは小学生の交通事故が比較的軽微な 者が双墜をなす．最低は20才代男の11.9%である． I 

ζとを物語っており，京都市における交通安全教育の c においても 5才以下の男が58.3%，女が70.0%をし
成果を思わせる． める．とれに対し20才以努は7.7%でありpなかでも幹

4） 男 女差 線道路をとりあげると20才代男の受傷者 108名i:j-1歩行

男女比は大宮で5年前男：以が5 1であったのが 中のものはわずかI名である．

4 叫 1になっている. IC における幹線道路の例では これらは当然自動車lζ乗る機会，頻度と関係してい

やはり 5: 1である． るが，同時に歩行l時における車車両への認識および注意

また歩行中の受傷率l立大宮で男28.3匂，女は59.9°0 力の強さ（例えば運転免許証の有無などに代表され
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交通事故による死傷者の年令

hi 京都南 I.C.H.における集計

(1966. l. l.～1966. 12. 31) 

1 交通＇）l岐による そのうち歩行11111’｜任市
年令 l刈（t;)fr 1 をで？と）（こ・1:似したもの
i人数 A P五 ！人数 B 9五 B/A 

J
市
の
一
汎

一
切

7

4

0

4

0

3

一

泊

一

市

北

一

島

一

節

目

立

江

此

見

山

一

i
け
圃
〆
ト
仁

J
7
U
1
1
1
t
i

－－一
I
I
l
l
1
1
1
1
l
it
i

－－1
i
l
l
l

－hi
l
l

－－hi
l
l

－

じ
町
刊
し
一
一

5

9

5

2

2

8

9

一
O

侃

伊

鳩
一

%
一
は

8

見

は

9

6

抗

一
肌

q
u
同
じ
伊
戸

3
一

－

，

』

～
一
担
辺
l
u

l
M

｜

j

l
’

M卜

li
ト

l
一
う
む
一
I
－

G

ω

け
門
U
O
一
凶

計
上
一
の
合
一
数

一
0

6

0

4

8

5

4

．
K

誌
π目
白
川
1
11iリ

J

川
3

M

一
引

け
れ
い
一
る

一

一
8

3

3

1

3

1

5

f
o

お

一

よ

一
%
－

5
4
M
M
ω

凶

7

u

－
∞

に

－

c
r
一

院

関

ー

・

jJ

t
ーI
N

I
－

－
1

病

問

行

A

－
1

2

－K
1

0

m

宮

市

此

mw
数

一
一
川
「
「
引
川
れ
川
町
出

決
£
川
川
口
川
一
ぶ

ι
出

白

山

叩

m

m

－

一

l

陛

十

一
U
i
－
－
即

引

配

的

比

一

）

一
～
～
～
～
～
～
同

一
計

Z

年

一

0
6
m
m
m
ω
剛
一

O～ 5 22 (I J: 

6～12 19 

13～19 104 ( 4 J! 

20～29 233 I 7 J' 

30～39 ' 123 r 4 JI 

40～49 58 I I J 

50才以上 66 13) 

）

j

j

 

E
I

－－
ηノ』

（

｛

「

d益
虫

v
n
k
u

n
v

p
h
U
AHリ

’$
1

2

1

1

 

に
d

n
リ

マ

t

勺
J

勺
d

q

J

．， 

．
．
 
，
 

q
o
q
3
n
h
u
勺

t
q
d
n
w
u

1

j

q
吋

u

’i

12.9 I 63.6% 

7.0 ~2.1 

15.9 I 11.3 

I 7.6 ; 8.6 

14.l I 13.0 

8.7 17.2 

23.8 40.9 10.5 27 (3)' 

% i 1009;;; I 36例 % I 100%1 

ハH
V－
 

n川
V
ハUl
 

）
 

巧／｛
 

内
喝
》l
 
l
 

n
u
 
n
u
 
n
u
 
－
 

－
 
）
 
（
 
η
4
 
f
 

Fべdn4
 
pnv 

a－ロ

16.3?oj 

c）京都南 I.c.における集計 け966.l. l～1966. 12. 31) 
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表4 男女別にみた交通事故による死傷者の年令
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b) 京都南 IC. における集計 (966. !. l～1966. 12. 31) 
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じ） 京都南 Ic. における集計 (1966. !. l～1966. 12. 31) 
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ム
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る）も関与していると考えられる．

IV 交通事故による頭部外傷

1）その比本

頭部外傷を原因別lζ分類してみると交通事故による

ものがもっとも多い．しかし大宮ではその比率は 5年

前の68.7%から49.1%に減少している.I Cでは66.2劣

で5年前の大宮とほぼ同率であるが，乙のうち 3/4は

名神ハイウエー，国道－｝｝線，枚方バイパスなどの幹

線道路で発生したものである．

頭部交通外傷のうち緊急手術の対象になるW型につ

いてみると，人何では14例11113例が死亡というみじめ

な成績である．その内訳をみると外傷後311寺閥以内ic

死亡した者8名．外傷後3時間以内lζは死亡しなかっ

たが来院l侍昏睡状態も強く，全身状態から推してとて

も手術でも救命し得ないと考えられた者が 3例であ

る．伐りの3例が一応緊急手術の適応、と考えられた

が，乙のうち l例は手術lζ家族の同意が得られず，結

局2例手術し硬膜外血腫の 1f?JJのみ手術で救命し得

た．また ICでは14例中外傷後2II寺間以内の死亡が12

名をしめ，他の2名も来院時全身状態が不良でとても

手術適応、と思われる例ではなかった．

このように我有の経験では，交通事故による急性頭

部外傷では関頭手術適応とみなされる第W型において

も手術で救命しうる例は極めて少なしせいぜい都心

での事i'ix.例に限られるようである．乙のことは渡辺ら
4）も， 間38年のFj:1京病院での全急性別頭部外傷871例

中閲頭例は10例であり，急性頭部外傷で絶対的関蝋を



京都市およびその周辺部における交通災害， ζとlζ頭部外傷の実態

要するものは比較的少ないと述べており，我々と結論

をーにしている．

ただ我々の例で気がつくことは，第町型のJ患者が大

宮では6例中4例死亡しているととである．との4例

はそれぞれ外傷後5日で尿毒症のため， 12日で高血圧

性心不全のため，7日と12日に心衰弱のため死亡した

ものである．これらは脳挫傷lζ対する管理，ことに脳

浮腫lC対する管理，ひいては昏睡患者の管理がいかに

重要であるかを示しているものと思われる．

2）頭部交通外傷の部位と頭蓋骨骨折

交通事故による頭部外傷のうち頭蓋骨骨折を伴なつ

869 

ていたものは，大宮では485名1-1116名（3.3%）うち死

亡8名， I Cでは141名i:1=11s名 （12.8%）うち死亡10名

である．さらに受傷害B位によってわけると，大宮では

前頭部が一番多く37.7%をしめ，ついで側頭部26.9%,

後頭部25.9%の順となる．一方 ICでは前頭部42.6%,

側頭部19.9%，後頭部19.1%である．受傷部位が側頭

部である場合は骨折を伴なう例が多く， ζの部の受傷

による死亡率は一番高い．また頭部粉砕骨折は大宮2

名， I C 5名でいずれも死亡している．

3) 男女差および年令

交通事故による頭部外傷は，大宮では男は20才代の
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表5 頭部外傷患者の原凶別分類

(1961. 3. 1～1962. 2. 28) 
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b) 四条大宮病院における集計 (1966. 1. l～1966. 12. 31) 
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c) 京都南 IC 診療所における集計 (I 966. I. 1～1966. 12. 31) 
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付j 四条大宮病院における集計

(1961. 3. 1～1962. 2. 28) 
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b) 京都南 IC.H.における集計

(1966. 1. 1～1966. 12. 31) 
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もωが＇.！9日。ム， 30才代のものが18.2%でI,2位を占め
るが，女は50才以仁のものが24.6%, 20才代のものが

20.5%であって老人の方が肖ギである． IC において

は男女とも20才代のものが最も多く，男は48.5%，女

は30.0%である． との率は幹線道路のみを取りあげて

も余りかわらず，おのおの48.8%,38.6°；であった．

頭部交通外傷患者のうち歩行中に受傷したものは大

宮で男31.8°ム：f;..・61.5°0, I ぐでは男30.6%，女』5.09;

（幹線道路だけでは男18.3°0，女34.60,,）である．

v. 交通外傷患者の予後

交通事故による負傷者の治癒までの期間について

は，明らかに器質的病変（骨折など）があって当然治

）：死者数を示し，例数件iiζ含まれる 療の長びく者を除き，他党症状lζ乏しく主として患者

表7 男女別にみた頭部外傷の年令

al 京都四条大宮病院におけるi+W (I 966. I. l～1966. 12. 31 I 

｜男｜女

年 令 ｜誠計による頭 lそのうち歩行中のもの｜議毒故による頭｜そのうち歩行中のもの
｜人数｜ % ｜人数｜ % ｜人数 i% ｜人数｜ % 

36 I I) I 10.0 I 21 (1) I 18.0 i 22 I 18.8 I 17 I 21.5 
19 I 5.2 I 15 I 12.8 i 12 : 10.3 11 ' 13.9 

n l'.2.日 i 11 I 10.6 I 12 10.3 4 I 5.1 

110 12J 29.9 I 14 (1) ! 12.1 I 24 I 20.5 10 j 12.6 

13 (I) 11.5 I 6 i 5目I 3 I 3.7 

8 (I) I 6.8 ! 12 (I) : 10.3 8 (I) I 10.2 

O～ 5 

6～ 12 

13～ 19 

20～ 29 

30～ 39 18.2 

6.5 8 er: 
17.3 35 13; i 

117 ( 7) 

31.8% I 

40～ 49 

50才以上 _j 65 l・IJ i 

計 I368(12 I I 

% I附！

28.2 29 (5) 

J 117 C6J 

I 100% 

24.6 26 151 I 

79 I 61 I 

67.500 I 

32.9 
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の自覚症状，精神症状の持続する例について考える

と，頚縫領傷では 1 ヵ月以上治療を要した者が 26 .3~揺

をしめ，頭部外傷の8.5%，頭頚部以外の5.1%に比べ

るとはるかに高率である．さらに3ヵ月以上の長きに

lヵ月以内

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

II 

12 

転医

言十

871 

fr. 
交通・i-r-,r戊（ζょ：る国 ! 一一
日fj受傷 ｜そのうち歩行111のもの

人数 % ｜人数 l % 

5 12.5 i 3 ' 16.9 
2 5.0 i I 4.9 

6 15.0 -1 22.2 

12 (IJ 30.0 I 2 II.I 

6 15.0 I 2 I I. I 

4 10.0 ! 3 : 16.9 

5 12.5 ; 3 16.9 

40 (I) ! i 18 I 

100% I I 45.0% I 

わたって治療を要した者は頚椎煩傷では11.6%で乙の

部以外の10倍強にあたっている．近年前述したように

交通事故による頚椎損傷が益々増加しているζとは難

治な症例の増加を意味するものである．

1 (I) 2 (IJ 

表8 交通事故による負傷者の治癒までの期間

aJ 四条大宮病院における集計 (1966. I. 1～1966. 12. 31) 1967. 3. 31まで follwup 

｜頚椎損傷｜ I 型 I E 型 l 血型 J IV 型

160 ¥2) 280 ¥2) 134 1 (I) 

22 10 ' 15 

11 (I) ! 4 (2) I 6 0) 

11 ! I 

3 

5 

3 

II U) 

229 (4) 

頭頚部以外の傷

1,029 129) 

50 I 17 J 

30 (19〕

12 (6) 

13 (JO) 

5 (5) 

4 (3) 

6 15) 

、，ノ1
 
（
 

3 I I I I 空一色）
1 161 c2) I 2ふI 1 I川 7(110)

）：当部l乙骨折を有する例で全例中lζ含まれる

b) 転医した者を除く

一一 ｜ 頚椎損傷 l_!_iり－~__ J＿＿！坦竺ー
1ヵ月以内治癒 I 160人 I 13.7% i 41s人 • 91.s% I 1.029人 i 89.5% 
ρI  33 I 14.9 I 35 I 7.7 I 80 ! 7.0 

3ヵ月以上 ; 25 I 11.4 ' 5 0.8 I 41 I 3.5 

I 21a I 1 －~~ つ－－ I 1.1so I 
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cl 他党症状の少なく主と して自覚症状のみ存する者

｜ 頚椎損傷

1ヵ月以内治癒 160人 73.7% 

3 32 lι7 

3ヵ月以上 ~5 ll.6 

一一一一一寸一一
217 ' 100.0 

VI. 交通事故による死亡者

主な死因は，大宮では頭部外傷85%，内臓損傷15"'01

I Cでは頭部外傷64%，全身打撲22%，内臓損傷14%

である．

表9 交通事故による死亡者 40例

aJ 四条大宮病院における20例

(1966. I. I～1966. 12. 31) 

事 故原因 ！君臨1 主 要死因 ｜死亡までの時間

車両相互 男頭部外傷W型 即死

22男 ，， 6時間

37男 ，， 38時間

44男 頭部外傷 E型 7日間
，， 130 男 内臓出血 5時間

31男 内臓破裂 24時間

自動車と自転車 9男肺鎮傷 2.5時間

車両と人

42女 ρ （粉砕）20分間

〆ノ 63努 " 2時間
，， 78男 " 3時間

63女 h II 

72女 M 3.5時間
／〆 138男 H 4時間

67女 ＂ 6時間
，， 60男 H 10時間
，， 25男 頭部外傷］If型 5日間
，， 12日間
，，〆 147男 H f 13日間

車両：軽車両を除く

VII.結 語

我々は1966年 1年間の京都四条大宮病院 （京都市中

心部）の外傷統計をとり， 同病院における 5年前の資

nと比較して交通外傷なかでも頭部交通外傷について
の変移を調べた．また同時lζ1966年 1年間の京都南イ

頭部外傷 頭頚部以外

415人 91.5% 1.029人 94.9% 

35 7.7 44 4.1 

5 0.8 II LO 

455 !00.0 l,084 100.0 

受傷から死亡までの時間は，24時間以内のもの大宮

75°;, I C 100°，，，，即死したもの大宮10%, I C80% 

である．なかでも名神ハイ ウエーや道路が整備され直

線的でスピードの出せる枚方バイパスでは 2時間以内

lζ全員が死亡し，即死するものが90%をしめている．

b) 京都南 I.c.診療所における20例
(1966. !. I～1966. 12. 31) 

事 故 原 因 医院l 主要死因 I~掃で
車両相互 1191男｜頭部外傷N型（粉砕）｜即 死

" !211男l II （粉砕）｜ " 

II 1201男i II l " 

II 1221男I II I II 

，， 

，， 

車両のみ

，， 

自動車と自転車

車両と人

，， 

221女I II 

，， （粉砕）I ，， 

内臓破裂

1'8！男 I 6時間頭部外傷 IV型

内臓出血

i3I男 全身打撲 ｜即死

38男 ，， 

64男

頭部ぷムW型（粉砕）｜

，， 

28 ~号 ，， 

119！男 ，， 

43男 ，， 2時間

18男 全身打撲 即死

61男 ，， ，， 

38男頭部外傷N型（粉砕） ，， 

,, 
，， 

I l』時間

｜即死

ンヲーチェンジ診療所（京都市周辺部）における統計

との比較で都市周辺部，とくに高速度幹線道路での交

通事故と都心での事故の相奥点をひろってみた．

付） 頭部外傷患者のうち交通事故によるものは大宮

では 5年前68.7%で今回は49.1°0,I Cでは今liJl66.2"o

であった．市内では交通事故による頭部外傷は減少し
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ているが，かわって類推領傷が大宮で5if前4.2%，今

回12.0°0(I Cては9.2%）と増加している．また盟国惟

損傷は 1ヵ月以上治療を要したものが26.:1°手，3ヵ月

以上を要したものは11.6%であり， 後者の率は頚椛以

外の部lζ受傷した場合の10倍強にあたる．

b）交通事故による頭部受傷は市内においては男は

20才代のものが29り00・女は50才以tのものが24.6%

でもっとも多い．また都市周辺部では男女とも20才代

のものがもっとも多く，男48.5%，女30.0°~ である．

（幹線道路のみを取り上げると20才代男48.8%，女38.6

%） 

c）市内では交通外傷患者のうち歩行中に受傷した

ものは男28.3%，一方女の場合は59.9%で男の約2i告
にあたる.(I Cでは男15.7%，女28.9%. 乙のうち幹

線道路だけの例では男6.8°；，女18.9%)

d）次の諸点より市内IC比して都市周辺部（ζとに

高速度道路）での交通事故の大きいことがわかる．

交通事故による死亡者のうち3時間以内の死亡は大

宮40%, I C90%. 即死は大宮10%, I C80°0であ

＇－＞，.なかでも名神ハイウエーでは2時間以内IC全員が

死亡し90%は即死であった．

交通事政による受傷者のうち死亡した例は ICでは

3.2%であり，大宮1.3%の2倍にあたる．なかでも枚

方バイパスでは9.6°0の高率をしめ・;j • 

交通＇H放による以内：fl)糾i'l折は大宮2(,, IC 5竹
である．

名神ノ、ィウエーでは父J凶＇·IUi~による負傷者の約20%

は何らかの骨折を伴なっており，人宮では7.4°0にすぎ

ない．

e) 大宮では外傷による死亡者の66.7%はうど通『H放

によるもので， I ＜では95.2% （死亡者20名＂1名神ハ

イウエー 5（＇，. 国道一号線5(',. j＇.（心バイパス 6名．

その他4名）である． また 公jifi’Ifi放による主な死因

は，大宮では頭部舛傷85%，内臓煩傷15'',,, I Cでは

頭部外傷64%，全身打十世22°0・内臓損傷14%である．

文 献

1）半田 'Y＇人清水敏： 交通災害の実態（人11i,
京都＇；，メディカJレ・カルチュア Vol. ・I. :-;,, 

4 : 678, 1962. 

2) 京都府警交通部．京都府下における追突lj1/t.o!;i

悶，損傷部位統計，昭41.

3) 京都府医務課： ：不慮のlj；般化分析．昭41.

n 渡辺茂夫：交通傷害と頭部外傷，第2回日本社
会保険医学会演説集： 67,1964. 

5）清水敏： むちうちli'iUJ~;r,, 1966. 


